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胃癌に対するロボット支援下手術の有用性に関する後向き観察研究

武蔵野赤十字病院　外科

所属　　外科　　　氏名　　井ノ口幹人　　 

令和　2　年　8　月　～　令和　4　年　3　月

胃癌は罹患、死亡ともに上位を占めている疾患である。胃癌に対するロ
ボット手術は海外ではすでに普及している。日本では多施設共同の第Ⅱ
相試験が行われ、重度の合併症が少ないという結論が出され、2018年4
月から保険適応となった。ロボット手術の手技についてはまだ定型化さ
れておらず、各施設で様々な工夫を行っている。当院では2019年8月よ
りロボット支援手術を開始して17例を経験した。当科の手技の有用性を
明らかにするためロボット支援下手術の短期的・中期的成績を後ろ向き
に検討する。

武蔵野赤十字病院単独・後向き観察研究（症例対照研究ではない）。
2019年8月1日から当院で初発胃癌に対するロボット支援下胃切除術を受
けた患者。


